
目標

内容の構成
及び取扱い

大項目 項目 単元名 使用教科書項目
（１）商業の学習ガイ
ダンス

ア　商業を学ぶ目的と学び方 第１章　商業の学習
ガイダンス

１．21世紀にはばたく ●社会人基礎力 経済産業省(http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/about.htm)：「２１世紀にはばたく
ビジネスで必要な心がまえ」の学習に適している。商業を学ぶ高校生として「前に踏み出す力」「考え抜く
力」「チームで働く力」の３つの能力が経済産業省より社会人基礎力として提唱。目指す像として明確であ
り、ガイダンスに適している。

イ　商業の学習分野と職業 ２．しっかり楽しく学んでいこう

（２）ビジネスとコミュ
ニケーション

ア　ビジネスに対する心構え 第７章　ビジネスとコ
ミュニケーション

１．コミュニケーション ●コミュニケーション・トレーニング ●ビジネスマナークイズ(http://panasonic.jp/beauty/men/kisochishiki/manner/)：「ビジネスとコミュニケー
ション」の学習に適している。社会人１年生向きで、実務寄りの内容ではあるが、クイズ形式で取っ付き易
く導入として良い。

●ビジネスマナーと基礎知識( http://www.jp-guide.net/businessmanner/)：「ビジネスとコミュニケーショ
ン」の学習に適している。いろいろなビジネスマナーの基礎知識が掲載。ビジネスマナーについて何か
テーマを決め生徒に調べさせるのによい。

●美しい日本語と正しい敬語が身に付く本(日経ホームマガジン)
●できる大人のモノの言い方大全(話題の達人倶楽部)
●その話し方では軽すぎます。(矢野香著　すばる舎)
●9割の日本人が知らない「日本語のルール」(佐々木瑞枝著　中経出版社)
●リッツカールトン一瞬で心が通う「言葉がけ」の習慣(高野登著　日本実業出版社)
●『売上げを伸ばす「サービス＆マナー」の基本と実例』（かんき出版）土井利雄著
●伝え方が９割(ダイヤモンド社)
　：以上「ビジネスとコミュニケーション　コミュニケーション」の学習にあたり、生徒に紹介したい書籍である。

イ　コミュニケーションの基礎 ２．ビジネスマナー ●電話応対ペアワーク

ウ　情報の入手と活用 ３．情報の入手と活用 ●新しいビジネスの創造～ラーメン店の再建～ ●最新　事例でわかる　情報モラル(実教出版)：「ビジネスとコミュニケーション　情報の入手と活用」の学習に適してい
る。プリント、データなどがあり授業で使用しやすい。

（３）ビジネスと売買取
引

ア　売買取引とビジネス計算の
基礎

第５章　ビジネスと売
買取引
第６章　売買に関す
る計算

１．売買取引の手順

１．売買に関する計算の基礎
２．売買に関する計算の応用

●ビジネスマナーと基礎知識( http://www.jp-guide.net/businessmanner/）：「ビジネスと売買取引　売買
取引の手順」の学習に適している。ビジネス実例集があり、売買契約の諸書類の書き方文例・書式様式・
雛形・テンプレートなどがあり、参考となる。

イ　代金決済 ２．代金決済 ●ぎんこう寺子屋（全国銀行協会）手形・小切手のはなし(http://www.zenginkyo.or.jp/education/)：「ビジ
ネスと売買取引　代金決済」の学習に適している。小切手・手形の仕組みがわかりやすく記してある。

●動物たちと学ぶ手形・小切手のはなし（全国銀行協会）：「ビジネスと売買取引　代金決済」の学習に適している。ＨＰ
からダウンロードできる。申し込めば冊子が無料でもらえる。小切手・手形の仕組みがわかりやすく記してある。

（４）経済と流通の基
礎

ア　経済の基礎 第２章　経済と流通
の基礎

１．経済のしくみとビジネス ●トレードオフと機会費用～就職と進学ではどうな
る？～

●経済用語基礎辞典（www.1keizai.net)
●日経ビジネスオンライン　経済・経営用語辞典（www.business.nikkeibp.co.jp/dictionari/)：経済の用語を
調べるのに適している。

●アメリカ人高校生が読んでいる起業の教科書(山岡道男著　アスペクト)：「経済と流通の基礎　経済のしくみとビジネ
ス」の学習に読んでおくと良い書籍。経済・経営の入門書。

●ＤＶＤ　出社が楽しい経済学（NHK教育テレビ）３０分：「経済と流通の基礎　経済のしくみとビジネス」の学習の導入
に良い。身近な題材から経済を考えさせることができる。

イ　ビジネスの役割と発展 ２．社会の変化とビジネスの発
展

●１５歳からの経済入門（日経ビジネス人文庫）第４章：「経済と流通の基礎　社会の変化とビジネスの発展」の学習に
適している。グローバル化（中国、ＦＴＡ、ＥＰＡなど）についてわかりやすく書かれている。

ウ　経済活動と流通 ３．経済活動と流通 ●グローバル化とは何か ●流通ニュース（www.ryutsuu.biz)：「経済と流通の基礎　経済活動と流通」の学習に適している。流通に
関するニュースが記載。最新の流通事情がキーワードとして検索できる。

エ　ビジネスの担い手 第３章　ビジネスの担
い手
第４章　企業活動の
基礎

１．ものの生産者
２．サービスの生産者
３．小売業者
４．卸売業者
５．物流業者
６．金融業者
７．情報通信業者

●コンビニバイトを応援します！（http://arbeit-konbini.com/）：「ビジネスの担い手　小売業者」の学習に
適している。コンビニバイトを推奨するＨＰであるが、決してその使用ではなく、売場作り、仕事内容などの
基礎知識を学習できる。

●ディズニーサービスの神様が教えてくれたこと(鎌田洋著　Softbank　Creative)
●ディズニーお掃除の神様が教えてくれたこと(鎌田洋著　Softbank　Creative)
●9割がバイトでも最高の感動が生まれるディズニーのホスピタリティ(福島文二郎著　中経出版)
　：「ビジネスの担い手　サービスの生産者　ホスピタリティ」の説明に適している。

●100円のコーラを1000円で売る方法、同②(長井孝尚著　中経出版)：「ビジネスの担い手　もの・サービスの生産者」
の学習において、消費者ニーズをどう捉えるかという点で生徒にアプローチできる話。

●ケーザイへの３つのトビラ（証券知識普及プロジェクト）：株式会社・金融・外国為替、金利の３つの教材にわかれて
おり、「ビジネスの担い手　金融業者」の学習に適している。１時限で終了する導入教材

（５）企業活動の基礎 ア　企業の形態と経営組織 第４章　企業活動の
基礎

１．ビジネスと企業
５．企業倫理

●滋賀近江商人（http://www.omi-syonin.com/）：「企業活動の基礎　企業倫理」の学習に適している。近
江商人についての詳細な資料あり。

●中小企業庁　新会社法・夢を実現する創業：冊子であり、ＨＰからダウンロードできる。起業・創業の手順などがワー
クシートで体験できる。

●ケーザイへの３つのトビラ（証券知識普及プロジェクト）：株式会社・金融・外国為替、金利の３つの教材にわかれて
おり、「企業の種類　株式会社」の学習に適している。１時限で終了する導入教材。

●企業倫理とは何か　石田梅岩に学ぶCSRの精神（平田雅彦　PHP新書）
●論語と算盤（渋沢栄一　角川ソフィア文庫）
　：「企業活動の基礎　企業倫理」の学習に適している。以上は生徒が読むには難しいが、教師側が読み、先人の教え
の深さ大切さを生徒に伝えたい。

●ＣＳＲ働く意味を問う（日本経済新聞出版社）：「企業活動の基礎　企業倫理」の学習に適している。企業の社会的責
任について話をするにも最適だが、是非生徒に読ませ、生きがい、やりがいを持って働くことの意義を考えさせたい。

イ　資金調達 ２．資金調達 ●資金調達をしてみよう

ウ　企業活動と税 ３．企業活動と税 ●国税庁　税の学習コーナー(http://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/gakushu/kyousitu.htm)：「企業活
動と税」の学習に適している。ゲーム、クイズ、物語などがあり導入によい。

エ　雇用 ４．雇用 ●雇用について～将来の働き方を考える～ ●ユースフル労働統計（http://www.jil.go.jp/kokunai/statistics/koko/)：「雇用　わが国における雇用の特
徴」の学習に適している。厚生労働省の刊行物であり、統計資料として活用できる。失業率、賃金格差な
ど様々な資料があり活用できる。

●１５歳からの経済入門（日経ビジネス人文庫）第５章：「雇用　さまざまな雇用形態」の学習の導入に良い。働き方の
多様化、女性の働き方について書かれている。

（資料２）　科目「ビジネス基礎」指導と評価の年間計画・参考指導案・参考資料等（資料２）　科目「ビジネス基礎」指導と評価の年間計画・参考指導案・参考資料等（資料２）　科目「ビジネス基礎」指導と評価の年間計画・参考指導案・参考資料等（資料２）　科目「ビジネス基礎」指導と評価の年間計画・参考指導案・参考資料等

　ビジネスに関する基礎的な知識と技術を習得させ、経済社会の一員としての望ましい心構えを身に付けさせるとともに、ビジネスの諸活動に適切に対応する能力と態度を育てる。

　指導に当たっては、商業教育全般の導入として基礎的な内容を取り扱うこと、また各種メディア教材などを活用し、経済社会の動向に着目させること。
　この科目が商業に関する学科における原則履修科目として位置付けられていることから、ビジネスの諸活動に適切に対応する能力と態度を育てるとともに、より専門的な学習への動機付けや卒業後の進路についての生徒の意識を高めることが大切である。
　　このため、商業教育全般の導入として基礎的な内容を取り扱うとともに、単に知識や技術の習得にとどまらず、新聞、放送、インターネットなどの活用、経済活動の具体的な事例を取り上げたケーススタディやグループでの考察などを通して、経済社会の動向に着目させるようにする。また、商業の学習と職業との関連、卒業後の就職先や進学先など進路について
のガイダンスを充実させるようにする。なお、経済の国際化の進展を踏まえ、基本的な用語は英語表記と合わせて指導し、英語表記に慣れ親しませるよう留意する。

学習指導要領
参考指導案 参考文献　（説明文中の「学習箇所」は実教出版ビジネス基礎教科書の項目名です）

実教出版　教科書
参考HP　（説明文中の「学習箇所」は実教出版ビジネス基礎教科書の項目名です）


